
◎
活
動
方
針

§
事
業
計
画
概
要

１
　
組
織
体
制
の
強
化
・
充
実

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
３
月
₁0
日
に
第

３
回
理
事
会
を
招
集
す
る
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
が
拡
大
し
、
長
野
県
に
お
い
て
も
ま
ん

延
防
止
措
置
を
実
施
す
べ
き
区
域
の
指
定

を
受
け
た
こ
と
か
ら
会
議
を
中
止
し
、
本

協
会
定
款
第
27
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る

決
議
の
省
略
を
行
う
た
め
、
理
事
・
監
事

に
提
案
書
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
理
事
全

員
の
同
意
が
あ
り
、
ま
た
監
事
か
ら
異
議

が
な
か
っ
た
た
め
、
令
和
４
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
等
提
案
事
項
す
べ
て
に
つ
い

て
、
承
認
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
以
下
、
抜
粋
）

平
成
2₈
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」（
障
害
者
差
別
解
消
法
）
の

法
施
行
３
年
後
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
内

閣
府
の
検
討
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け

て
作
業
に
遅
れ
が
出
て
い
た
よ
う
で
し
た

が
、
昨
年
の
通
常
国
会
で
改
正
法
が
成
立

し
、
６
月
４
日
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
概
要
は
、

１　

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
連
携
協
力

の
責
務
の
強
化

２　

事
業
者
に
よ
る
社
会
的
障
壁
の
除
去

の
実
施
に
係
る
必
要
か
つ
合
理
的
配
慮

の
提
供
の
義
務
化

３　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す

る
た
め
の
支
援
措
置
の
強
化

で
あ
り
、
長
年
要
望
を
重
ね
て
き
た
内
容

で
、
法
の
運
用
が
よ
り
効
果
を
発
揮
す
る

改
正
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

た
だ
残
念
な
の
は
、
改
正
法
の
「
施
行

日
」
が
「
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
３
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定

め
る
日
」
と
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
い

つ
か
ら
適
用
さ
れ
る
の
か
決
ま
っ
て
い
な

い
こ
と
で
す
。
果
た
し
て
こ
の
法
改
正
が

期
待
通
り
着
実
に
実
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
関
心
を
強
く
寄
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

一
方
、
長
年
に
わ
た
り
要
望
し
て
き
た

「
障
害
者
差
別
を
禁
止
す
る
長
野
県
条
例
」

制
定
の
訴
え
に
つ
い
て
、
県
か
ら
平
成
₃₁

（
令
和
元
）
年
度
に
「﹃
長
野
県
障
が
い
者

共
生
社
会
づ
く
り
条
例
（
仮
称
）﹄
の
策

定
作
業
に
着
手
す
る
」
と
い
う
回
答
を
い

た
だ
い
た
経
過
が
あ
り
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

大
き
く
遅
れ
て
い
た
策
定
作
業
も
、
条
例

案
が
令
和
３
年
度
２
月
県
議
会
に
お
い
て

「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生

き
る
長
野
県
づ
く
り
条
例
」
と
し
て
成
立

さ
れ
ま
し
た
。「
法
」
の
見
直
し
及
び
制

定
さ
れ
た
「
条
例
」
の
夫
々
の
内
容
を
良

く
理
解
し
て
、
そ
の
動
向
に
常
に
関
心
を

寄
せ
、
必
要
な
意
見
の
発
言
に
心
が
け
る

こ
と
と
、
そ
の
啓
発
活
動
に
協
会
は
力
を

入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
昨
年
、
更
に
昨
年
と
二
か
年
に

わ
た
り
協
会
の
各
事
業
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
、
こ
と

ご
と
く
中
止
若
し
く
は
延
期
の
状
況
に
至

り
ま
し
た
が
、
今
年
度
こ
そ
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
収
束
を
願
い
、
正
常
な
事
業
運
営
が

で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
会
員
の
入
会
が
ほ
と
ん
ど
見
込
め
な

い
今
日
、
会
員
の
高
齢
化
は
年
々
深
刻
さ

を
増
し
、
協
会
全
体
の
事
業
運
営
へ
の
影

響
も
看
過
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

後
継
者
不
足
に
起
因
す
る
支
部
の
解
散
は

令
和
に
入
っ
て
か
ら
７
支
部
に
及
び
、
本

年
度
は
９
支
部
体
制
で
の
事
業
運
営
と
な

り
ま
し
た
。

協
会
活
動
の
原
点
で
あ
る
支
部
組
織
の

強
化
は
、
今
日
最
大
の
課
題
で
あ
り
解
決

策
は
唯
一
会
員
数
の
増
加
の
み
で
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
総
論
と
し
て
の
解
決
策
は
分

か
っ
て
い
て
も
、
具
体
的
な
方
法
が
な
か

な
か
見
い
だ
せ
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

関
心
の
持
て
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
の

工
夫
、
魅
力
的
な
会
報
誌
の
発
行
等
、
協

会
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
力
を
入
れ
る
と
と
も

に
、
会
員
個
々
に
よ
る
日
々
の
地
道
な
努

力
も
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

会
員
各
位
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
一
般
市
民
に
も
関
心
の
持
て
る
協
会

運
営
に
努
め
ま
す
。

令
和
四
年
度
　
事
業
計
画
　
　
　
　

　
　
　
　
及
び
予
算
　
承
認
さ
れ
る
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４
　
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

令和4年度　法人本部事業会計予算
　（単位：円）

区
分 科　　　目 4年度

予算額
前年度
予算額 増　減

収
　
　
入

会費 204,000 226,000 －22,000
余暇活動
支援事業 60,000 60,000 0
広報活動事業 100,000 100,000 0
健康教室事業 15,000 15,000 0
受取利息
配当金 500 500 0
雑収入 39,500 30,500 9,000
事業区分間
繰入金 5,000,000 5,518,000 －518,000
合　計 5,419,000 5,950,000 －531,000

支
　
　
出

人件費支出 2,328,600 2,413,192 －84,592
事業費
（助成金） 1,289,200 1,358,200 －69,000
　大会参加 208,200 243,200 －35,000
　部会活動 193,000 193,000 0
　支部活動 69,000 83,000 －14,000
　本部活動 489,000 509,000 －20,000
　研修 330,000 330,000 0
事務費支出 1,801,200 2,178,608 －377,408
　旅費交通費 315,400 320,600 －5,200
　広報費 300,000 300,000 0
　諸会費 553,400 553,400 0
　その他 632,400 1,004,608 －372,208
合　計 5,419,000 5,950,000 －531,000

令和４年度　主な行事予定
月 日（曜日） 事　業　内　容 開催場所、内容等

５

19(木) 監査 令和３年度事業報告・決算等

22(日) 長野市障害者スポー 
ツ大会 長野運動公園総合運動場

26(木) 理事会① 令和３年度事業報告・決算等

6

2(木) マレットゴルフ大会※ 犀川第二運動場
16(木) 定時評議員会 令和３年度事業報告・決算等

23(木)
健康教室① 　

（会場未定）支部長研修会①
支部長会①

7
14(木)

希望の旅 （目的地未定）
21(木)

9 9(金) 長野県身体障害者
福祉大会（第72回） 千曲市　あんずホール

10
1(土) 長野市身体障害者

福祉大会（第54回） （会場未定）

19(水)
～20(木) 親睦旅行（１泊２日） （目的地未定）

11
10(木)

健康教室②  
（会場未定）

支部長会②
17(木) 理事会② 令和４年度前期の業務執行状況

12 11(日) クリスマスの集い （会場未定）
1 12(木) 新春のつどい （会場未定）

2 5(日) ニュースポーツ競技 
会と歌声広場※ （会場未定）

3

2(木)
～3(金)

会員・家族合同慰安 
会（１泊２日） ホテル圓山荘

9(木) 理 事 会③ 次年度事業計画・予算等

16(木)
支部長研修会②

（会場未定）
支部長会③

※　青年部と女性部の共催で実施されます。

３
　
啓
発
活
動
の
推
進

２
　
障
害
者
福
祉
増
進
の
た
め
の
諸
活
動

⑴　

昨
年
度
、
制
定
さ
れ
た
「
障
が
い
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
長
野

県
づ
く
り
条
例
」
を
、
私
た
ち
障
害
者

だ
け
で
な
く
、
広
く
一
般
市
民
ま
で
も

が
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
制

定
さ
れ
た
条
例
が
「
真
に
実
効
力
の
あ

る
条
例
」
に
育
つ
こ
と
に
繋
が
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
こ
の
一
助
と
な
る
よ
う
、

制
定
さ
れ
た
条
例
の
正
し
い
理
解
へ
の

啓
発
と
広
報
活
動
に
努
め
ま
す
。

⑵　

福
祉
大
会
、
研
修
会
を
は
じ
め
各
種

事
業
を
開
催
し
、
会
員
の
知
識
向
上
を

図
る
と
と
も
に
会
員
相
互
の
親
睦
や
交

流
の
輪
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

⑴　

会
員
及
び
関
係
者
等
へ
障
害
者
福
祉

に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
協
会
の
事
業
情

報
な
ど
を
提
供
す
る
た
め
、
会
報
「
幸

わ
せ
」
を
発
行
し
ま
す
。

掲
載
内
容
を
充
実
さ
せ
、
読
み
や
す

く
、
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心

が
け
ま
す
。

⑵　

会
報
「
幸
わ
せ
」
を
朗
読
し
録
音
し

た
「
声
の
会
報
」
を
、
希
望
す
る
視
覚

障
害
者
の
会
員
に
配
布
し
ま
す
。

点
字
翻
訳
版
を
作
成
し
、
希
望
者
に

配
布
し
ま
す
。

⑶　

協
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
支
部
単
独

作
成
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
、
会

員
の
新
規
加
入
を
呼
び
か
け
ま
す
。

⑷　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
充
実
さ

せ
、
協
会
の
Ｐ
Ｒ
や
会
員
加
入
に
つ
な

げ
ま
す
。

⑸　
（
福
）
長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
発
行
の
機
関
紙
「
こ
こ
ろ
の
友
」
の

配
布
に
協
力
し
ま
す
。

長
野
市
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
長
野
市
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
適
切
な
維
持

管
理
、
利
便
性
の
向
上
、
教
室
・
講
座
の

充
実
、
利
用
団
体
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
、
利

用
率
の
向
上
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
と

支
援
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
の
孤
立
防
止
を
図
る
た
め
、
長

野
市
心
身
障
害
者
相
談
員
に
協
力
を
い
た

だ
き
、「
障
害
者
相
談
会(

ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ)

」
を
月
１
回
開
催
し
ま
す
。

「
広
報
な
が
の
」
を
朗
読
し
録
音
し
た

「
声
の
広
報
」
を
、
希
望
す
る
視
覚
障
害

者
に
配
布
し
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
に
長
野
市
に
お
い
て
施

設
の
長
寿
命
化
改
修
工
事
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
市
担
当
部
署
と
の
連
携

を
密
に
し
、
円
滑
な
工
事
の
進
捗
に
協
力

し
ま
す
。

この会報は、共同募金からの助成で発行しています。
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支
部
だ
よ
り

５
　
主
な
活
動
内
容

６
　
収
益
事
業

ま
た
、
工
事
期
間
中
の
貸
館
休
止
の

機
会
等
を
活
用
し
、
職
員
研
修
を
充
実

さ
せ
ま
す
。

⑴
　
大
会
参
加
関
係

本
協
会
会
員
一
人
一
人
の
組
織
活
動
に

対
す
る
認
識
を
深
め
、
組
織
運
営
へ
の
主

体
的
な
参
画
を
促
し
、
以
っ
て
障
害
者
福

祉
向
上
の
一
助
と
す
る
た
め
、
当
協
会
主

催
「
第
54
回
長
野
市
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

（
福
）
長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

主
催
の
「
第
72
回
長
野
県
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
（
社
会
参
加
推
進
大
会
）」
に
参

加
し
ま
す
。（
当
番
：
東
信
ブ
ロ
ッ
ク
、

開
催
地
：
千
曲
市
）

⑵
　
部
会
活
動
関
係

青
年
部
・
女
性
部
が
共
催
す
る「
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
」
と
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

競
技
会
と
歌
声
広
場
」
に
つ
い
て
は
、
全

会
員
が
参
加
対
象
の
た
め
運
営
に
協
力

し
ま
す
。

⑶
　
支
部
活
動
関
係

各
支
部
が
開
催
す
る
「
研
修
事
業
」
に

研
修
事
業
助
成
金
を
交
付
す
る
と
と
も

に
、
支
部
活
動
に
対
し
て
助
言
等
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
年
末
に
は
、
重
度
障
害
者

に
対
し
て
慰
問
品
を
配
付
し
ま
す
。

⑷
　
本
部
活
動
関
係

会
員
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通
じ

た
社
会
参
加
の
充
実
を
図
る
た
め
、「
長

野
市
障
害
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等

支
援
事
業
補
助
金
」
を
活
用
し
、
長
野
市

有
の
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
の
借
用
を
受
け
て

「
希
望
の
旅
」
を
北
部
・
南
部
地
域
の
２

回
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
。

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
旅
行
事

業
者
に
委
託
し
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
に
よ
り

「
親
睦
旅
行
」
を
実
施
し
ま
す
。

会
員
及
び
同
居
の
ご
家
族
の
慰
労
と
し

て「
会
員
・
家
族
慰
安
会
」を
実
施
し
ま
す
。

⑸
　
研
修
関
係

会
員
の
健
康
管
理
の
た
め
に
必
要
な
知

識
の
習
得
や
体
験
交
流
の
場
の
提
供
と
し

て
、（
福
）
長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
の
事
業
費
補
助
を
受
け
「
健
康
教
室
」

を
年
２
回
開
催
し
ま
す
。

「
長
野
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
」
に

お
い
て
、
会
員
の
見
聞
を
広
め
る
た
め
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
新
春
の
つ
ど
い
」
に
お
い
て
、
会
員

の
見
聞
を
広
め
る
た
め
、
各
種
文
化
芸
能

や
時
事
問
題
に
触
れ
る
場
と
し
て
「
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
会
員
相
互

の
交
流
を
深
め
る
た
め
、「
新
年
祝
賀
式
」

を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

支
部
会
員
へ
の
情
報
提
供
や
啓
発
の
一

助
と
す
る
た
め
、
支
部
長
会
の
開
催
に
併

せ
、
年
２
回
程
度
「
支
部
長
研
修
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

⑴
　
福
祉
補
助
事
業

主
な
収
入
は
自
動
販
売
機
か
ら
得
る

受
入
手
数
料
で
、
前
年
度
予
算
比
４
％

増
の
２
，
９
０
０
千
円
を
見
込
み
ま
す
。

支
出
は
使
用
料
ほ
か
で
収
支
差
額
は 

１
，

５
３
８
千
円
を
見
込
み
ま
す
。

そ
の
他
の
活
動
支
出
で
本
部
会
計
に 

５
，
０
０
０
千
円
を
繰
出
し
、
本
部
事
業

の
活
動
費
に
充
て
ま
す
。
不
足
す
る
当
期

資
金
収
支
差
額
の
３
，
４
６
２
千
円
は
繰

越
利
益
剰
余
金
で
補
填
し
ま
す
。

⑵�

　
ロ
ー
ソ
ン
長
野
市
民
病
院
店
販
売

事
業

年
間
の
売
上
高
ほ
か
収
入
額
を
前
年
度

予
算
比 

６
・
４
％
減
の
９
１
，
２
６
０
千

円
を
見
込
み
ま
す
。
支
出
で
は
仕
入
れ

や
人
件
費
及
び
一
般
管
理
費
で 

９
３
，

３
４
０
千
円
。
経
常
利
益
は
マ
イ
ナ
ス 

２
，

０
８
０
千
円
を
見
込
み
ま
す
。

更
北
支
部
長��

小
林
　
和
夫
　

更
北
身
障
協
会
は
昭
和
三
十
年
一
月
一

日
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
更
級
郡
青

木
島
村
、
真
島
村
、
稲
里
村
及
び
小
島
田

村
の
四
か
村
が
合
併
を
し
て
、
更
北
村
が

誕
生
し
た
日
で
も
あ
り
ま
す
。

四
か
村
合
併
の
以
前
に
は
各
村
内
に
傷

痍
軍
人
会
が
活
躍
し
て
い
て
、
更
北
村
誕

生
に
合
わ
せ
て
各
組
織
を
一
つ
に
ま
と
め

て
、
更
北
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
に
組
織

替
え
を
行
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
更
北
村
は
昭
和
四
十
一
年
に

長
野
市
と
再
度
合
併
（
一
市
三
町
三
村
の

大
合
併
）
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
更
北
身

障
協
も
同
年
に
長
野
市
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
へ
の
合
併
を
行
っ
て
、
長
野
市
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
更
北
支
部
に
名
称
の
衣

替
え
を
し
ま
し
た
。
長
野
市
へ
の
合
併
以

前
に
は
会
員
数
三
百
人
を
優
に
超
え
て
い

た
ら
し
い
で
す
。
平
成
元
年
～
三
年
は

２
７
６
人
、
平
成
九
年
２
０
６
人
、
平
成

二
十
一
年
１
０
１
人
、
令
和
元
年
50
人

等
々
会
員
の
減
少
が
著
し
く
、
新
規
入
会

が
全
く
皆
無
で
、
会
員
の
高
齢
化
が
年
々

酷
く
な
る
ば
か
り
の
今
日
で
す
。
何
と
か

お
互
い
に
手
を
取
り
合
っ
て
頑
張
ら
な
く

て
は
…
。

◆本部会員の皆様へ◆　各事業の参加申込みは、協会事務局へ　TEL:228-3014
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行　事　予　定

お
知
ら
せ

協
会
事
務
局
の

業
務
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　本年度の行事については、「令和４
年度主な行事予定」として２ページに
掲載していますが、新型コロナウイル
ス感染症感染拡大の影響により、開催
できるかどうかは未定です。
　開催の可否について、決定次第支部
長へ連絡します。なお、参加を希望す
る本部会員は、早めに事務局へ連絡し
てください。

　
縁
側
か
ら
語
り
つ
ぐ

　「
縁
が
和
リ
レ
ー
」　第
16
回

■�

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の
無
償
配
布�

■

　

日
本
郵
便
㈱
で
は
、
重
度
の
身
体
障
害

者
等
に
「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
」（
通
常
郵

便
は
が
き
）
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
身
体

障
害
者
の
場
合
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

配
布
対
象　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

配
布
枚
数　

一
人
に
つ
き
20
枚

受
付
期
間　
５
月
₃₁
日
（
火
）
ま
で

申
込
み
方
法　

お
近
く
の
郵
便
局
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
を
提
示
の
う
え「
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
。
代
理
人
に

よ
る
提
出
も
可
能
。

令
和
４
年
６
月
か
ら
５
年
３
月
ま
で
月

～
金
の
業
務
と
な
り
ま
す
。（
祝
日
及
び

年
末
年
始
等
を
除
く
）
詳
細
は
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、こ
の
間
、障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
長
寿
命
化
改
修
工
事
中
で
す
。
来
所
の

際
は
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

で
い
る
従
兄
弟
に
障
害
者
手
帳
の
取
得
を

勧
め
ら
れ
、
医
師
の
診
断
を
受
け
、
手
帳

を
手
に
し
た
。
手
帳
に
は
昭
和
2₈
年
₁₁
月

４
日
交
付
、
脊
髄
性
小
児
麻
痺
に
よ
る
左

上
肢
の
機
能
障
害
、
左
足
関
節
の
機
能
障

害
と
あ
り
、
二
種
四
級
と
あ
っ
た
。
そ
し

て
従
兄
弟
の
言
っ
た
と
お
り
、
様
々
な
手

帳
の
恩
恵
は
生
活
の
助
け
と
な
っ
た
。

こ
の
手
帳
の
か
げ
に
は
協
会
の
力
が

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
い

つ
ま
で
も
宝
の
よ
う
に
手
帳
と
協
会
を
大

事
に
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

私
の
身
体
障
害
者
手
帳

更
北
支
部
　
花
岡
　
昭
三
　

軍
国
少
年
だ
っ
た
十
五
才
の
と
き
、
私

は
海
軍
通
信
学
校
の
試
験
に
合
格
し
、
入

学
し
た
の
だ
が
、
身
体
検
査
で
脚
の
不
自

由
さ
を
発
見
さ
れ
帰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

今
ま
で
運
動
は
人
に
敗
け
な
い
く
ら
い

だ
っ
た
が
、
只
走
る
時
だ
け
は
遅
く
ビ
リ

だ
っ
た
。

満
蒙
開
拓
義
勇
軍
に
入
り
、
昭
和
2₈
年

９
月
、
中
国
よ
り
命
拾
い
し
て
引
き
揚
げ

て
き
た
。
片
脚
を
失
っ
て
洋
服
屋
を
営
ん

編
　
集
　
後
　
記

こ
こ
二
年
余
り
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

の
昨
今
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
今
ま
で
馴
染

み
の
薄
か
っ
た
言
葉
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま

す
。デ
ル
タ
株
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
、テ
レ
ワ
ー

ク
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
々
。
ま
た
、
次
の
新

し
い
強
力
な
変
異
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
予

想
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
一
日
も
早
く
マ
ス

ク
の
着
用
の
な
い
生
活
を
し
た
い
…
。

編
集
委
員
長　

丸
山　
　

勝

事
務
局
職
員
の
交
代

退
職
（
３
月
31
日
付
け
）

事
務
局
長　

中
村　

浩
三

採
用
（
４
月
１
日
付
け
）

事
務
局
長　

小こ

山や
ま　

智と
も

実み

長野市障害者福祉センターからのご案内

 センターでは、各種教室・相談会などを開催して
います。その一部を紹介します。

①機能トレーニング教室
　・日　時 毎週火曜日、９:30 ～ 11:30
　・内　容 柔軟性・基本動作訓練、筋トレ等
　・講　師 横矢直之　指導員
②余暇教室
　・日　時 毎週水曜日または金曜日、
  10:00 ～ 15:00
　・内　容  基礎体操、運動、歌の合唱、レク

リエーション等
　・講　師 丸山洋子　指導員
  宮澤雅美　指導員補助
③障害者相談会（ピアカウンセリング）
　・日　時 毎月第３金曜日、13:30 ～ 16:30
  （うち約１時間）
　・相談員  市から委嘱を受けた「身体障害者

相談員」のうち、当協会の役員
　＜お問い合わせ・お申し込み＞
　　センター事務局（電話：226-4884）へ
　　※ 「長野市障害者福祉センター」は、当協会が

平成 18 年度から指定管理者として管理運営
しています。

障害者福祉センターは、６月から３月まで長寿命化改修工事のため休館です。ホームページ http://nagano-sfc.jp/
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